
寄せられた暮らしの声を県政に届ける遠藤れい子県議ー再選のためにあなたの力を 

「灯油高いから、いっぱい着て寒さ我慢してる」 
着ぶくれて玄関の戸を開けてくださったＡさん。Ｔさん、Ｙさんも皆さん涙ぐましい努力していらっしゃる。 
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【各地で『折り入って』お願い訪問して寄せられた声を紹介します】 

〇お客さんがいないときには、暖房の温度を下げてるんです。 

〇米づくりは息子は継いでくれない。米価は下がる一方だし、肥料や資 

 材も上がるし、農器具の修理代もばかんならんし、いいこと無し。 

〇非正規の息子は結婚相手としてみてもらえない。どうしたらいい。 

〇お菓子もなんでも値段があがって、楽しみがだんだん減る。 

〇コロナになって、老人会や町内や何でも集まることが無くなって、楽し 

 みが無くなった。みんなで集まってカラオケしたい。 

〇お客来ないもの、観光地なのに。値上がりしてるからお客さんの財布 

 も固いしね。いろんな努力はしてるけど・・・。商売あがったり。 

〇給料上がらない。なのに、（健康）保険料など給料の10％以上も天引 

 きされてる。たまったもんじゃない。 

〇子どもの冬の通学が心配。歩道除雪は間に合わないから、車道を歩 

 かせるのは危険だし、仕方がないから毎日送り迎えしている。 

〇河川敷の樹木や雑草が成長して、また水害が出るん

じゃないか心配。（要望伝え、伐採されました） 

〇消費税なんてお客さんからとれないよ。 

〇電気代が猛烈にあがって、光熱水費が爆上り。 

◎遠藤れい子さんにぜひ頑張ってもらいたいわ 

〇昨年は福祉灯油の支給があって助かった。でも、今年は「政府の5万 

 円給付があるでしょ。」と、長岡市は福祉灯油の支給なし。 

〇スクールバスの要請に一緒に行ってもらって助かりました。実現のた 

 めにこれからもお願いします。 

〇発熱者がでると現場はたいへん。「陽性」でも入院受け入れてもらえ 

 ない。看護師も少ないのに、施設で看るしかない。何とかしてほしい。 

〇みんな面会制限があって、おばあちゃんの認知が進まないか心配。 

〇熱があるとき、すぐに見てくれる病院（医療機関）がほしい。 

〇職員の感染予防には予防資材が必要なのに、不足している。 

〇現場は一生懸命でも、それに報いる医療収入が減っている。 

〇国道304号線の歩道は何とかならんかね。畑に行くときの横断歩道  

 も危ないし、樹木も巨大化して大型車の通行に障害になってる。 

〇保健室に申し出なくても必要な時に利用できるように、生理用品は学 

 校のトイレ内においてほしい。 

【遠藤れい子の対案・対策】 

①自民党の大増税から、暮らし  

 を守ります。 

②暮らしを壊す「異次元の防衛費 

 増大」は反対です。日本政府は 

 話し合いの平和外交に徹するべ 

 きです。 

③柏崎刈羽原発の再稼働はさせ 

 ません。この大雪で安全に避 

 難できる保証は全くないことが 

 明確になりました。再稼働は× 

④日赤病院副院長・看護部長と 

 しての経験を生かして、いのち 

 と健康を守ります。医療・介護・ 

 福祉を充実させます。 

  ＰＣＲ検査体制を強化し、感染 

 予防を充実させていきます。 

⑤「住民の福祉の増進」という自 

 治体の本旨に立った県政運営を 

 求めます。子ども医療費助成・  

 補聴器購入補助を実現します。 

 こども支援に力を入れて少子化 

 に歯止めをかけましょう。 

⑥農業、商工業の支援を充実させ 

 て、県経済の活性化を図ります。 

⑦地元の声を県政に届け、問題の 

 解決をはかります。 

 遠藤れい子を支援する人
を増やしてください。 
 引き続き、あなたの声
をお寄せください。 

１回目 

（23年１月） 


